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研
研究所所報
究
所
所
事R
月
十
日
アジア
・アフリカ
文化研究所
日誌
四
月
五
十二日
月
ム ムノ、 ノ、
月十
三日
月
二十三
日
①五
四
年度運営委員
役割分担。
企画
・西
村
誠・芳
賀正明
、
図書
・針生清人、
編集
・中下正治
、 経
理
・山
内四
郎、
庶務
・飯塚勝重。
②研究所創立
二十
周年記念行事
の件
③五
十四年
度予
算執行計
画
④公
開研究例会
の件
一九
七九
・八十年
度研究所長お
よび
研究員就任。
研究所長
・恩
田彰。
研究員(五
十音 順)
阿
部正次郎
・飯
田
良一
・飯
塚勝重
・池
田雄
一
・今
富正
巳・
エノ
ハ・ア
マン
ク
オリヴ
ィェ
・
アンサ
l
.菊
池良輝
・倉内史郎
・小
林険夫
・佐藤俊雄
・佐
藤三千
夫・真
田安
・清
水浩昭
・高
尾公矢
・高
橋
統一
・谷
口
一房男
・千
葉
栄・鎮
西恒也
・中
下正治
・西村誠
・新田
幸治
・芳
賀正
明
・針
生清人
・
平野秋
・比嘉佑典
・福
鎌忠部
・船木勝馬
・船津富彦
・北
篠祐勝
・本
田徹夫
・松
本
誠一
・
モl
ゼス
・パl
グ・森
川久次郎
・山
内
四郎
・渡辺宏
研究例会
松本誠
一研究員
「韓国
部落
祭と
日本
の宮
座に
つい
て」
堂祭
一事例
からl
①創立
二十
周
年記
念特別
講演会、
シン
ポ
ジ
ウム
、
記念会打合
せ
②二
十周
年記念研究年報
の件
③
公開
研究例会
の件
①研究所創立
二
十周年記
念行事打合
せ
「東ア
フリカの
近
代化、
ウガ
ンダ
地方都
市と農
村
の近
代化過程」
国際基
督教大学教授
大森元士口氏
「日
本
における
ア
ジア
・
アフリ
カ
文化
の
理解」
司
会高
橋統
一研究員
話題提供者
渡辺宏研究員
「日
本人
の西ア
ジア
・
アフリ
カ
観」
・小林隆夫研
究員
「世
界史教科書
にみ
る
アジ
ア・
アフ
リカ」
・
新旧合同運営委員会
日
運営委員会運営委員
会
創立
二
十周
年記念特別講演
・シ
ン
ポジ
ウム
ムーノ、
七
記念会編集 議
谷口一
房男研究員
「戦
後日本に
おける
ア ジ
ア・
アフ
リカ
像構
築のとり
くみ」
於本学第
三会
議室
①研究年
報
一九
七九
年度
・創
立二
十周年記念号編
集の件オリ
ヴ
イエ
・ア
ンサ
1研
究員
「中
華人民共和国に
おける
左翼
政策
とフ
アクシ
ヨ
ナリズ
ム」
①新研究員追加
の件
承認
小林忠秀氏
(昭和五
十四年
十一
月一
日付就任)
②五五
年度
予算要求
の
件①研究例会
の件
恩田
彰研究員
「禅
の悟
りと創
造性」
!と
くに禅
問
答を中
心と
して
|
池田雄
一研究員
「中国
の旅
」
|ト
ルフ
ァン
・ウ
ル
ム
チ・蘭
州・輩
県
(荘園跡)
など
を巡
って
(ス
ラ
イ
ド使
用)
月二十
五日
十
日
研究例会
� ノ、
月
十
月二十
四日
運営委員会
十
一月
十七日
研究例会
十
二
月
八
日
研究例会
一九
七九
年度寄贈交換図書
亜細亜
大学教養
部紀要
第一九・
ごO
号
アジ
ア研
究所 報
第一
四・
一五
号
アカ
デミ
ア
第二
一七・
一
二八
号
アジ
ア公論
第八巻
第二
t十号
仏教研究
第八号
文明
第二五t
二七
号
文化
第四
二巻
第三
・四
号、
第四三巻
第一
・二
号
逐次刊行物
目録
昭和五
一年
版
中東通報
第二
六一一
l二六
七号
中東政治経
済ニ
ュー
ス
第一
三
八t
一五九号
調研室報
第一
九号、
第二
一t二三
号
語学 究
第一
八t二O
号
法文論叢
第四
二
・四三号
北海道大学 学部紀要
第二七
巻
第一
・一
一号
亜細亜大
学
亜細亜大
学
アジ
ア研究所南
山大
学
アジ
ア公
論社
国際仏教徒協会
東海大
学文明研究所
東北大学
文学会
国立
国会図書館
(財)
中東調査会同
朝日新
聞社調査
研究室
拓殖大学語学研究所
熊本大学法
文学会
北海道大学文学部
法政
大学文学部紀要
第二
四号
白鶴美術館誌
第五O輯
人類学研究所紀要
第八号
海外事情
第二七
巻第
二t
一一
一号
ー
海外事情研究所報告
第一
五
号
関西大
学東西学術研究所紀要
第二
号
紀要
(史学科)
第二
四号
九州
大学比較
教育文化
研究施設紀要
法政大学文学部(社)
白鶴美術館
南山大
学人類
学研究所
拓殖大学海外事情
研究所
同
関西
大学東西学術研究所
中央大学文学
部
九州
大学教育学
部付属
比較
教育文化
研究箱設
熊本商科大学海外
事情研究所
国学院大
学
日本文化
研究所
同
第二九
・三O
号
海外事情研究
第七巻
第一
号
国学椀大学
日本
文化研究所紀要
同所
報
第一
五巻
第六号
、
第一
六巻
第一
1四号
経済論集
第二九
号
研究紀要
第二
二号
国際交流
第五巻
第二t四
号、
第六巻
第一
号
国立
民族学博物館研究報告
第三巻
第四号
、
第四巻
第一
・二
号
みんぱく
第三巻
第五
t
一
号
同
民博通信
第五
・六
号
同
ω日
ロユ
肘仔ロoF関山口回目
ω宣伝a
zo-
Ht
ω・
同
明治大学社会科
学研究所欧文紀要
第一
巻
第一
・
一一
号
、
第二巻
第一
・一
一号
明治大学社会科学研究所明治大学人文科学研究所
同
第四コ了
四四
輯
大東文化大
学経済学会
日本
大学
人
文科学研究所国際交流基金
国立
民族学博物館
明治大学
人
文科学研究所紀要
同年
報
未来
第一
五
Ot
一五八
号
未来社
問題と研究
第八巻
第五
t
一
号
、
第九巻第
一号
問題と
研究編集委員会
明治大
学短期大学紀要
第二五
号
明治大学短期大学
日本イ
ラン
協
会ニ
ュー
ス
昭和五
四年四月t十
月
日本イ
ラ
ン協
会
アジ
ア文
化研究
第二
t一
一号
国際基督教大学
アジ
ア文
化研究所
南方文化
第五輯
天理南
方文化研究会
第一
七
冊
第一九
号
研究所所報
立正大
学人
文科学研究所年報
立正大
学人文
科学研究所
歴史人類
第六
・七
号
筑波大
学歴史
・人
類学系
歴史と構
造
第七号
南山大
学大学院文化
人類学研究室
龍谷
大学悌教文化研究所所報
龍谷大
学傍
教文化研究所
史叢
第二
二・
二三
号
日本
大学史学会
スラ
ブ研
究
第二
四号
北
海道大学法学部附属
スラ
ブ研
究施設
社会学部論叢
第二一
号
悌教大学社会学部学会
社会科学ジ
ャナール
第一
七
号
国際基督教大学社会科学研究所
史料館報
第一二0
・三一号
国立史料
館
東京女子
大学論
集第
二九
巻第
二号
、
第三
O巻第
一号
東京女子大
学学会
東洋文化
第二
八O号
(財)
無窮会
東洋学術
研究
第一
八巻
第二t四
号
(財)
東洋哲学研究所
東洋史苑
第二
一了
一四
号
龍谷
大学東洋史学研究会
早稲田大
学大学院文学研究科紀要
早稲田大
学大学院文学研究科
第二
四輯
、
別冊第五集
東北大学
日本文化研究所研
究報告
第一
五
号
関立
成功大事歴史皐系事報
第六鋭
明治メデ
ィア
考
(加藤秀
俊・前
回
愛
第一
五・
二ハ号、
特別号
信用一一三
万
東北大学
日本
文化研究所
園立成
功大皐歴史筆系
エナ
ジー
対話日
〉
エツ
ソ・
スタ
ンダ
ドー石
油
(株)
「方丈記」
を読む
(馬場
あき子
・松
田
修エ
ナ
ジー
対話M
〉
同
アメリカ
(亀井俊介
・鶴
見俊
輔
エナ
ジー
対話回
)
同
逐次刊行
物所蔵目録
昭和五
三年
十二
月末現在
濁協大学図書館
イラン
・イ
スラ
lム共
和国新憲法草案
(日本イ
ラン協
会編〉
日本
イラ
ン協
会
関OHS
口
問。]}円
、叶曲目g
(韓
国民話)
FBS伊丹ザ白色
。己宮門色
町。ロロ弘田氏。ロ
国立
民族学博物館学術雑誌
目録
欧文篇
国立
民族学博物館情報管
理施設
殖産興
業と報徳運動
(海野福寿
・加
藤
隆編)
明治大学社会
科学研究所
森鴎外
比較文学研究
(吉田
精一
・福田
陸太郎監修〉
野溝
七生子
現代経済学
の諸
問題
東洋大学経済研究所
比較法
第一
六
号
東洋大学
比較法研究所
白山哲学
第二一
号
東洋大学文学部哲学研究室
白山英
米文学
第四号
東洋大学文学部英米文 科一一
ムハ
研究所所報
情報科学論
集
第七
・八ロ
マ
経
営論
集第
一・
一一
一号
経済論集
第四巻
第二号
東洋学研究
第二
二号
東洋大学大学院紀要
第一
五
集
(文学研究科)
東洋法学
第二
二巻
第一
・二
号
東洋学論叢
第四号
東洋大学附
属電子計
算
機セ
ンタ
ー
東洋大学経営研究所東洋大学経済研究会
東洋大学東洋学
研究所
東洋大学大学院東洋大学法学会
東洋大学仏教学科中哲文学科
一九
七九
年度
購入図書目録
アジ
アからみ
た近
代日本
(小
島耳目
治〉、
西学東漸
と
中国事情
(増田渉〉、
朝鮮
の風
水
(朝鮮総替府
編)、
民俗学関係
雑誌文献総覧
(竹田旦編
)、
講座中国近現代史
第一
t七
巻
(野沢豊
・田中正
俊他
編)、
ラテ
ン
・
アメリカ
事典
一九七
九年版
(ラテ
ン
アメリ
カ協会)、
A--L
Aと
新植民地主義
(岡
倉古士山
郎他)、
現代中
国と中ソ関
係(
平野義太郎他)、
日本と朝
鮮
(旗困難他)、
A-
A研
究のために
(岡
倉古士
山郎
他)、
A-
Aの
現状と
日本
(岡倉吉志
郎)、
北一輝
(松沢哲
成編〉、
北一
輝と超国
家
主義
(岩瀬
昌登)、
北一
輝の
人間像
『北
日記
』
を中
心に
(宮本盛
太郎編〉
、
北一輝
日本
の
国家社会
主義
(滝村隆
一)
、
明治思想史|儒教的伝統
と近
代認
識論1
(渡辺和
矯)、
北一
輝研究
(宮本盛
太郎)、
よみがえる
北一輝
上・下
(長谷川義記)、
石刻
史料新編第
二輯
全二十
冊
(新文豊出版
公司
編)、
ラテ
ン
アメリカ
I-E
(p
-E
ジェ
lム
ズ著
、
山r本、
菅野共訳〉、
水経注図
(楊
守敬
撰)、
水経注疏
要制
補遺
上・
下(
楊守敬撰)、
水経注疏
要制
上
・下
(楊守敬撰)、
朝鮮
のシャ
マー
ニズム
(柳東
植)、
韓国民族文
化の起
源
(金貞
培著、
鄭早
苗記)、
韓国民間伝承
と民
話の研
究
(金
烈圭著、
依田千
百子
訳)、
ヌエ
パ・
エス パ
lニ
ヤ布
教史
(大航海時代叢
書、
モト
リ
一一
lア
著、
小林
一宏訳)、
インカ
帝国史
(大航海時代叢書
、シ
エサ
・デ・
レオ
ン著
、
増田義郎訳)、 華陽国
志(
常球撰、
銭穀紗校)、
事類賦
(呉淑撰)、
総絵
民俗的想
像力
の世
界
(C
・ア
ウエ
ハ
ント
著、
小松和
彦他訳
)、
民衆
の生
活と文
化
(米山俊直
編)、
新中国年
鑑
一九七
九年
版
(中国研究所編)、
朝日年
鑑
昭和
五十四年
版
(朝
日新聞社〉、
アフ
リカ研
究
第一
八
号
(日
本アフリ
カ尚
子会)、
歴史序説
第一
巻(
イ
ブ
ン
Hハ
ルドゥl
ン著
、
森本
公誠訳)、
東洋
学文献類目
一九
七七
年
度
(京
都大
学
人文科学研究
所附属東洋
学文献
セ
ンター
)、
黄色
い星
(G
-シ
ェl
ンベ
ルナ
i編著)、
エチ
オ
ピア
王国
誌
(大航海時代叢書
アルヴア
レス
著)、
亜洲民
族考古
叢刊
第
一輯
二六
四
〉出
回目HR-s-
〉巴mg
c同
ωEF
〉回目白
((い}戸町田mo
d ロ
2・)
吋『叩
』OEHロ回目
。同
HVAW同ω印ロ件
ωzbg
〈。-
-AYZ
0・
HI
Z0
品
(明岡田口日向
。白血ω〉
アジア
・ア
フ
リカ文
化研究所研史
年報
l
一九七
九年
度|
創立
二
十周
年記念
号
通巻第十
四号
印刷発
行
一九
八O
年
一 二月二
O
日
一九
八O
年三月
二五
日
門非
売品
〕
編集兼発行人
恩
印刷所
彰
株式会
社
柏屋印刷
所
m東
京都新宿
区早稲
田鶴巻町
五O六
千電話
二O
一二112
一三四
一
田
発行所
アジ
アア
フリ
カ文
化研究所
山東
京都文京
区白山五
ノ二八
ノニO
-T
(東
洋大学内
)
